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 令和４年１０月１１日 

一般財団法人 全国豆腐連合会 

会 長  東 田  和 久 
 

第 10 回ニッポン豆腐屋サミット

まであと      日、 
 

お申込みをお済みでない方は 

お急ぎください！ 

 

全国豆腐品評会＆ニッポン豆腐屋サミット／合同委員会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国豆腐品評会運営員会とニッポン豆腐屋サミット実行委員会では、９月・１０月に合同会議をハイブリッド

形式により開催しました。従前より格別のお力添えをいただいております（一社）日本豆腐マイスター協会

（磯貝剛成代表理事/全豆連評議員）をはじめコアスタッフの皆様もご参加いただき、前例のない“大審査

会”を円滑に行うための検討及びサミットの運営に関して協議を重ねております。現在、参加者総数は既に

２３０名を超え、協賛参加も２４社（ブース出展１０社）に及んでいます。 

８月３０日（火）には３度目の現地視察が行われ、品評会・サミット当日を想定し、タイムスケジュールの進

行に合わせたオペレーション・会場の運用等に関し綿密な打ち合わせを経て全国各地の各委員と情報共

有が行われました。 

招待審査員に加え、サミット参加の豆腐製造事業者が審査に参加するという前代未聞の本選ということ

もあり運営委員会がシュミレーションを重ね、サミット実行委員会とともに詰めの協議が行われております。 

全国豆腐品評会後には受賞製品のプレスリリース（記者発表）の機会や特設サイトの創設、農林水産

大臣への御礼なども検討されています。３年越しの「豆腐オブ・ザ・イヤー」の栄冠は誰の手に！？ 
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9月 9日（金）合同委員会 
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10/7（金）合同委員会 



を開催 
「とうふの日」にちなんだ１０月２日（日）、沖縄県・「西原町観光まちづくり

協会」が主催となり標記イベントが開催されました。 

 

 

 

 

 

 

HACCPの義務化や原材料高騰の逆風の中、沖縄固有の豆腐文化である島豆腐（あちこーこー）をＰ

Ｒするため、沖縄県の豆腐製造事業者有志及び同県組合（瑞慶覧宏至理事長/全豆連評議員）が中心

となり、島豆腐の手作り体験や全国豆腐品評会受賞製品をはじめ各社の豆腐・大豆関連製品の即売会

や、石臼を用いた豆腐の手作り体験、島豆腐の食べ比べなどが行われました。 

当日は好天にも恵まれ多くの来場者で賑わい、用意した商品は全て完売となりました！ 

 

「四方山話の会」を開催 
 

関西とうふ連合会（全豆連団体会員/東田和久

代表理事）では、10 月 1 日（土）、リーガロ

イヤルホテル京都におきまして標記講演会を開

催、豆腐業界関係者 40 名が参加しました。 

「大豆栽培の改善方法～生産量低下の背景・

要因から解決の糸口を探る～」をテーマに㈱イ

カリファーム/代表取締役・井狩 篤士氏より講

演が行われました。 

終了後には新型コロナウイルス感染症のため長らく見合わせていた懇親の席も設けられ、近況報

告や業界動向、来るニッポン豆腐屋サミットのことなどの話題で時間が経つのも忘れて語り合う

久々の機会となりました。 

講師紹介：井狩 篤士 氏  S５３.４.２４生まれ 44 歳 

氏が生まれてお父様が専業農家として独立、高度経済成長期に極貧生活を過ごす。 

滋賀県立大学 環境科学部 生物資源学科卒。ゼミでの専攻は「稲の根域調査」。途中、北京大学に

少し寄り道。H13 年 大学卒業と同時に就農。H20 年 ㈱イカリファーム設立 取締役就任、

H27 年 代表取締役就任 
 

新理事長に庄司 芳郎 氏が就任 
 

＝宮城県豆腐商工組合＝ 
 

宮城県豆腐商工組合（全豆連団体会員）では、本年５月２２日に開催されました総会

において役員改選が行われ、新理事長（代表理事）に庄司芳郎氏（７５歳、㈲庄司豆

腐店・代表取締役/宮城県仙台市）を選出しました。庄司氏は大正１０年創業の家業

を昭和４０年に三代目として継承され、平成１２年より同組合の監事、平成３０年より

副理事長を務められ、同総会において上程された定款変更手続の関係上、この程９

月に理事長に就任されました。 

 

 

 

 

 

 



新たな販売チャネル、 

全国各地で豆腐製品の自販機設置事例が散見！！ 
 

昨今は“働き方改革”の影響もあり自販機ブームの再来と言われ、個性あふれ

る自販機もお目見えしておりますが、このところ全国各地で相次いで豆腐の自動

販売機設置の事例情報が寄せられています。以前よりお話はあったものの、自

販機メーカーがカスタム対応できないことやイニシャルコストが高いことなどがネ

ックとして取り沙汰されておりました。しかし、新型コロナウイルス感染症がまん延

したことにより“非対面販売”がクローズアップされ、国や自治体の支援（事業再

構築補助金や小規模事業者持続化補助金等々）が拡充されるなど、導入のハー

ドルが下がっていることが後押ししているとも言われています。ＳＮＳやインターネ

ットでも話題となり、複数台の自販機展開や崩れた豆腐の割安販売など食品ロ

ス削減の事例も散見されます。 

来たる「ニッポン豆腐屋サミット」のパネルディスカッションでも導入事例について意見交換のテーマと

して検討されております。２４時間休まず稼働するもう一つの「ショップ」、一考の価値があるかもしれま

せん。 

 

輸入原材料コスト上昇分の支援を！ 
 

農林水産省では「肥料価格高騰対策事業」として、農業者に肥料コスト上昇分の一部（7 割）

を支援します。対策のポイントとして、２０３０年まで化学肥料使用量の２０％低減を前提と

し、「世界的な穀物需要の増加やエネルギー価格の上昇に加え、ロシアによるウクライナ侵略等

の影響により、化学肥料原料の国際価格が大幅に上昇し、肥料価格が急騰していることから、海

外原料に依存している化学肥料の低減や堆肥等の国内資源の活用を進めるための取組を行う農業

者に対し、肥料コスト上昇分の一部を支援し、農業経営に及ぼす影響を緩和する。」としており

ますが、原材料・燃料費等コスト上昇は豆腐業界も同じ。予てより農業者に厚い農林水産省の施

策ではありますが、豆腐製造事業者が活用できる実効可能性ある価格高騰対策を！ 

 

 

 

 

東田会長が「故 安倍晋三 国葬儀」に参列 
 

先の参議院議員選挙において応援演説中に凶弾に倒れた故安倍晋三元総理大臣の国葬が

去る９月２７日（火）午後２時より日本武道館において開催され、東田和久全豆連会長が参列し

ました。これは岸田文雄内閣総理大臣の案内を受けたもので、第二次世界大戦後、天皇・皇

后以外で国葬が行われたのは、１９６７年（昭和４２年）１０月２０日に死去した吉田茂元内閣総

理大臣以来。 

葬儀は各国のＶＩＰ約７００人、国内からおよそ３，５００人併せて約

４，２００人が参列、一般献花者は約２万３，０００人の規模となりまし

た。都内では大規模な交通規制も敷かれ、式場にはカメラや飲料等

手荷物の持込も制限、本人確認も徹底されるという厳戒態勢下で行

われ、集合から献花、解散までに実に６時間を超える長帳場となりま

した。東田会長、お役目とはいえ大変お疲れ様でした。 

 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AD%BB%E4%BA%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%90%89%E7%94%B0%E8%8C%82


“ＳＤＧＳ取り組み事例のご紹介” 
 

㈱おとうふ工房いしかわ（愛知県／石川 伸 代表取締役（全豆連理事））では、

去る 10月 6日、プラスチック使用量を約 23％、温室効果ガス排出量を約

11％削減する「豆腐業界初！石灰石を主原料とする「ＬＩＭＥＸ Ｓｈｅｅｔ（真空成

型グレード）」の豆腐容器を採用した商品の販売を開始する旨のプレスリリース

を行いました。今後、本素材の容器を使用した製品に切り替える方針です。 

2022年 4月より「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律」が施行され、海洋プラスチック

ごみ問題や気候変動問題、諸外国の廃棄物輸入規制強化等への対応を背景に国内におけるプラスチック

の資源循環を一層促進する重要性が高まっています。豆腐容器に関する取り組みは平成の初頭、環境問

題の高まりとともに生分解性プラスチック容器などの利活用が唱えられましたが、時期尚早であったのか

今と異なりＳＤＧＳへの取り組みに対する関心度もそう高くなく、且つ価格も割高であったため実用には至ら

ないまま月日が経過しました。時が経ち、環境への取り組みが企業イメージを高めるとともに、支援の対象

になるまさに今、取り組むべき課題として注目されています。 

 

衆議院議員 泉田 裕彦先生が来所 
 

去る９月９日（金）、日本の豆腐文化を守る議員連盟（豆腐議連）・衆

議院議員 泉田 裕彦先生（北陸信越ブロック選出）が来所されまし

た。泉田先生は通産省を経て新潟県知事を３期努められ、内閣・自

民党の要職を歴任された政策通でおられます。原材料高騰問題や

食料安全保障、国産大豆の自給率向上などについて意見交換させ

ていただきました。 

 

豆腐・油揚製造業は、セーフティネット保証第５号の対象業種です。 
 

中小企業庁から、令和４年第３四半期（令和４年 10 月１日から同年 12 月 31 日）のセ

ーフティネット保証５号対象業種の公表がありましたのでお知らせいたします。同保証は、

全国的に業況の悪化している業種に属する中小企業者を支援するための制度（注記参照）

です。豆腐油揚製造業は下記のとおり指定されています。 

 

 

 

注：以下のいずれかの要件を満たすことについて、市区町村長の認定を受けた中小企業者が対象です。 

(イ)指定業種に属する事業を行っており、最近 3 か月間の売上高等が前年同期比 5％以上減少の 

中小企業者 

(ロ)指定業種に属する事業を行っており、製品等原価のうち 20％を占める原油等の仕入価格が 

20％以上、上昇しているにもかかわらず、製品等価格に転嫁できていない中小企業者 
 

制度の詳細は 

中小企業庁ＨＰをご参照ください 

 

https://www.chusho.meti.go.jp/kinyu/sefu_net_5gou.htm 
 

 

通番：64 

日本標準産業分類細分類番号：0993 

指定業種名：豆腐・油揚製造業 

 

 
 

☞
 

https://www.chusho.meti.go.jp/kinyu/sefu_net_5gou.htm


農地が足りない？？？ 

～食料安全保障を考える～ 
 

日本は戦後、食料を海外から安定的に援助を受け輸入してきたことで食糧難を乗り越え急増する

需要を支えてきました。１９６１年に制定された旧農業基本法でも国内と競合する作物は事実

上、輸入に任せるのが前提となり、コメ以外の穀物の大半を輸入で賄う構造が出来上がりまし

た。しかし、水田は余っているのに穀物を作るための農地が不足しているという農政の矛盾を尻

目に、ここにきて混沌とする世界情勢からにわかに“依存リスクからの脱却”、“自給率向上”

の号令が聞かれるようになりました。現行施策の転作補助金も“水田の維持”のためであり、今

後は本当の意味での食料安全保障、穀物生産に対する施策が嘱望されます。時代錯誤な表現では

ありますが「富国強兵」、他力（国）本願ではなく日本にはまだ国産大豆を増産する余地はある

はずです。 

 

 



“納得しない”という生き方 
 

世界が認めるジャズサクソフォン奏者の渡辺貞夫さん（８９歳）はＴ

Ｖのインタビューで、そのモチベーションを保つ秘訣は？と尋ねられる

と、「未だに“音”に納得できていないことだ」と語っていました。 

音楽活動歴７０年の氏を以てしても納得せしめない音楽の奥の深さに改めて驚かされますが、

これを聞き筆者が豆腐業界に携わるようになった３０年程前、ある豆腐職人との話が思い出しま

した。当時５０年を超えるキャリアのその方は、その日の豆腐の“出来”が良いとなるとすぐに

食べにくるよう連絡をくれ、豆腐のことなど何も知らない私にあれこれ成功の要因を語ってくれ

たのですが、自身の豆腐の出来には未だかつて納得できていないと言っていました。納得がいか

ない悔しさが氏の原動力になっていたのかもしれないと、「世界のナベサダ」の話を聞き思いま

した。食品も含めあらゆる“ものづくり”は試行錯誤の繰り返しである故にイノベーション（技

術革新）も進んできましたが、果たして今、日本の食品製造技術が世界最高水準といわれる中、

そのベクトル（方向性）はどこを向いているのか考えさせられます。豆腐の出来＝味なのか？コ

ストなのか？原材料が高騰している折ですが、生産効率だけを重視したら何か大切なものを置き

去りにしてしまうような気がしているのは私だけでしょうか…？ 

 

 

 

 
上記に関して「働き方改革推進支援助成金」、「業務改善助成金」が用意されています。 

詳しくは、各地の労働基準監督署及び都道府県労働局、働き方改革推進支援センター等へ！！ 

10 月、11 月に「ＰＣＢ（※）廃棄物の適正な処理促進に関する説明会」（参加費無料）を開催いたします。 

 



 

本説明会では、今年度末に処分期間の終了を迎える高濃度 PCB 廃棄物の処理に関する

情報に加え、処分期間が令和 9 年 3 月 31 日となっている低濃度 PCB 廃棄物の確認、

処理方法等についてご説明いたします。 

倉庫に保管している電気機器に PCB が潜んでいる可能性や見逃している PCB 含有機器

がある恐れがございますので、製造後 30 年以上経過した古い電気機器をお持ちの方は

是非ご参加ください。 

全国５箇所（札幌、東京、名古屋、大阪、博多）実地での開催を予定しており、各会

場ライブでの配信（事前申し込み要）も行いますので、オンラインでもご参加いただけ

ます。説明会のお申し込みは、以下の特設サイトよりお願いいたします。 

 
○PCB(ポリ塩化ビフェニル)とは 

熱で分解しにくい、不燃性、電気絶縁性が高いなどの性質を有することから、昭和４０年代まで、主に電気機

器の絶縁油として使用されていました。 

その後、毒性が明らかになり、人の健康及び生活環境に係る被害が生じるおそれがある物質であることか

ら、PCB廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法（PCB特措法）に基づき、定められた期限までに適

正に処理することとされています。 

 

 

古い電気機器（キュービクルや蛍光灯を含む）には、PCBを使用してい

たものやＰＣＢに汚染されているものがあり、処分期限内に適正に処分し

なければなりません。 



豆腐マイスターＮＥＷＳ 

 

■10月 1日、2日、東京有楽町マルシェに出店 
豆腐マイスター開催 10周年記念イベントのキックオフとして、また豆腐の日にあわせた

イベントとして、10月 1日、2日の二日間、東京有楽町のマルシェに出店し、普段と豆

腐マイスター講座で使わせて頂いているお豆腐などを紹介しました。おから茶とセット 1

丁 500円で販売したにも関わらず、2日目のお昼過ぎにはほとんど売り切れとなるな

ど、大好評でした。 

 

 

 

 

 
 

 

■豆腐丼チャレンジ 2022 10月 2日豆腐の日に結果発表！ 
8月 5日～9月 12日の期間、ＳＮＳへの投稿で開催された豆腐丼チャレンジ 2022。 

今年も 400件近い投稿がありました。皆様、投稿ありがとうございました！ 

多くの投稿の中から実行委員が選んだ豆腐丼の発表を行いました。また投稿頂いた豆

腐丼を使った 2023年の卓上カレンダーも制作予定です。 

結果は日本豆腐マイスター協会のホームページもしくは YouTubeでご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

豆腐の伝道師、続々誕生！豆腐マイスター/ジュニア 

豆腐マイスターは、現在 ４,５３３名 となりました。 
(高校生のジュニア豆腐マイスター958名を含む) 

 

問い合わせ先：一般社団法人 日本豆腐マイスター協会（磯貝まで） 

tofupj@mytofu.jp TEL：050-3786-1028 FAX：050-3737-9594 
 

https://mytofu.jp/ 

   

  

mailto:tofupj@mytofu.jp
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 と、ちゃんと鳴ります！本物顔負けの音色♪ 
ラッパのミニ解説付き・個別包装、製造物責任（ＰＬ）保険加入済。 

（全長６.０㎝×最大幅２.５cm×最大厚さ２.０cm） 

価格￥５５０（税込・送料別） 
 

ご要望により、卸（1 ロット 100 個～＠￥495 税込・送料別）を始めました！ 

 


